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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成25年12月26日(2013.12.26)

【公表番号】特表2010-527890(P2010-527890A)
【公表日】平成22年8月19日(2010.8.19)
【年通号数】公開・登録公報2010-033
【出願番号】特願2010-509261(P2010-509261)
【国際特許分類】
   Ｃ０１Ｇ  37/06     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  31/34     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  63/28     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 211/10     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 211/14     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 321/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 309/18     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 309/46     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  51/41     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  31/14     (2006.01)
   Ｃ０１Ｇ  37/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｆ  11/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｂ  61/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０１Ｇ  37/06    　　　　
   Ｂ０１Ｊ  31/34    　　　Ｚ
   Ｃ０７Ｃ  63/28    　　　　
   Ｃ０７Ｃ 211/10    　　　　
   Ｃ０７Ｃ 211/14    　　　　
   Ｃ０７Ｃ 321/04    　　　　
   Ｃ０７Ｃ 309/18    　　　　
   Ｃ０７Ｃ 309/46    　　　　
   Ｃ０７Ｃ  51/41    　　　　
   Ｂ０１Ｊ  31/14    　　　Ｚ
   Ｃ０１Ｇ  37/00    　　　　
   Ｃ０７Ｆ  11/00    　　　Ａ
   Ｃ０７Ｂ  61/00    ３００　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成25年11月6日(2013.11.6)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　多孔性有機無機ハイブリッド材料又は多孔性メソポーラス材料の細孔内に存在する溶媒
及び不純物を除去して、不飽和金属部位を有する多孔性有機無機ハイブリッド材料又は不
飽和金属部位を有する多孔性メソポーラス材料を製造し、
　前記得られた不飽和金属部位を有する多孔性有機無機ハイブリッド材料又は不飽和金属



(2) JP 2010-527890 A5 2013.12.26

部位を有する多孔性メソポーラス材料を、有機物、無機物、イオン性液体及び有機金属化
合物からなる群から選択される一つ以上と反応させることを含む、表面官能基化された多
孔性有機無機ハイブリッド材料又は多孔性メソポーラス材料の製造方法であって、前記多
孔性有機無機ハイブリッド材料は、中心金属イオンが有機リガンドと結合して形成された
結晶性高分子化合物であって、分子サイズ又はナノサイズの細孔構造を有するものであり
、前記多孔性メソポーラス材料は、異種金属が置換されて不飽和金属部位を有する分子篩
である、上記方法。
【請求項２】
　前記多孔性有機無機ハイブリッド材料の中心金属イオンの前駆体は、Ｔｉ、Ｚｒ、Ｈｆ
、Ｖ、Ｎｂ、Ｔａ、Ｃｒ、Ｍｏ、Ｗ、Ｍｎ、Ｒｅ、Ｆｅ、Ｒｕ、Ｏｓ、Ｃｏ、Ｒｈ、Ｉｒ
、Ｎｉ、Ｐｄ、Ｐｔ、Ｃｕ、Ａｇ、Ａｕ、Ｚｎ、Ｃｄ、Ｈｇ、Ｍｇ、Ｃａ、Ｓｒ、Ｂａ、
Ｓｃ、Ｙ、Ａｌ、Ｇａ、Ｉｎ、Ｔｌ、Ｓｉ、Ｇｅ、Ｓｎ、Ｐｂ、Ａｓ、Ｓｂ及びＢｉのう
ちから選択される一つ以上の金属又はその金属化合物である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記有機リガンドとして作用できる有機物は、カルボン酸基、カルボン酸アニオン基、
アミノ基、イミノ基、アミド基、スルホン酸基、スルホン酸アニオン基、メタンジチオ酸
基、メタンジチオ酸アニオン基、ピリジン基又はピラジン基から選択される一つ以上の官
能基を有する化合物又はその混合物である、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記カルボン酸基を有する化合物は、ベンゼンジカルボン酸、ナフタレンジカルボン酸
、ベンゼントリカルボン酸、ナフタレントリカルボン酸、ピリジンジカルボン酸、ビピリ
ジルジカルボン酸、ギ酸、蓚酸、マロン酸、コハク酸、グルタル酸、ヘキサンジオン酸、
ヘプタンジオン酸、又はシクロヘキシルジカルボン酸から選択されるいずれか一つ以上で
ある、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記多孔性有機無機ハイブリッド材料は、薄膜構造、メンブレイン構造、ペレット、イ
ンク、押出し体又は球の形態を有するものである、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記有機物は、下記の化学式１乃至３で表される化合物から１種以上の化合物である、
請求項１に記載の方法。
［化学式１］
　Ｈ２Ｎ－Ｍ－Ｒ１

［化学式２］
　ＨＳ－Ｍ－Ｒ２

［化学式３］
　（ＯＨ）２ＯＰ－Ｍ－Ｒ３

（前記１～３式において、Ｍは、不飽和炭化水素を含むか、又は含まないＣ１～Ｃ２０の
アルキレン又はアラルキレン基であり、Ｒ１、Ｒ２及びＲ３は、独立的に、ハロゲン、ビ
ニル基（－Ｃ＝ＣＨ２）、アミノ基（－ＮＨ２）、イミノ基（－ＮＨＲ１４）、メルカプ
ト基（－ＳＨ）、ヒドロキシ基（－ＯＨ）、カルボン酸基（－ＣＯＯＨ）、スルホン酸基
（－ＳＯ３Ｈ）、アルコキシ基（－ＯＲ）又はホスホリック基（－ＰＯ（ＯＨ）２）から
選択される一つ以上に置換されるか、又は置換されていない有機物質アルキレン又はアラ
ルキレン基であり、前記Ｒ１４は、ハロゲン、アミノ基、メルカプト基又はヒドロキシ基
に置換されるか、又は置換されていないＣ１～Ｃ１０のアルキル基、アルケニル基又はア
ルキニル基である。）
【請求項７】
　前記無機物はポリオキソメタレートであり、該ポリオキソメタレートは、ケギン構造（
Ｋｅｇｇｉｎ　ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ）のアニオン［（ＸＭ１２Ｏ４０）ｎ－、ｎ＝１～１
０；Ｘ＝Ｐ、Ｓｉ、Ｈ、Ｇａ、Ｇｅ、Ｖ、Ｃｒ、Ｍｅ又はＦｅ；Ｍ＝Ｗ、Ｍｏ、Ｃｏのう
ちから一つ以上］、リンドクビスト構造（Ｌｉｎｄｑｖｉｓｔ　ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ）の
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アニオン［（Ｍ６Ｏ１９）ｎ－、ｎ＝１～１０；Ｍ＝Ｗ、Ｍｏ、Ｔａ、Ｖ又はＷ］、アン
ダーソン－エバンス構造（Ａｎｄｅｒｓｏｎ－Ｅｖａｎｓ　ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ）のアニ
オン［（Ｍｘ（ＯＨ）６Ｍ６Ｏ１８）ｎ－、ｎ＝１～１０；Ｍｘ＝Ｃｒ、Ｎｉ、Ｆｅ、Ｍ
ｎ；Ｍ＝Ｍｏ、Ｗ］又は［（Ｍ４（Ｈ２Ｏ）４（Ｐ２Ｗ１５Ｏ５６）２）ｎ－、ｎ＝１～
１０；Ｍ＝Ｃｕ、Ｚｎ、Ｎｉ、Ｍｎ等から選択される１種以上の遷移金属又は遷移金属ク
ラスタ］又はドーソン－ウェルズ構造（Ｄａwｓｏｎ－Ｗｅｌｌｓ　ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ
）の（Ｐ２Ｗ１５Ｏ５６）２から選択される１種以上である、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記イオン性液体は、アンモニウム（ａｍｍｏｎｉｕｍ）、ホスホニウム（Ｐｈｏｓｐ
ｈｏｎｉｕｍ）、スルホニウム（Ｓｕｌｐｈｏｎｉｕｍ）、ピロリジニウム（Ｐｙｒｒｏ
ｌｉｄｉｎｕｍ）、イミダゾリウム（Ｉｍｉｄａｚｏｌｉｕｍ）、チアゾリウム（Ｔｈｉ
ａｚｏｌｉｕｍ）、ピリジニウム（Ｐｙｒｉｄｉｕｍ）及びトリアゾリウム（Ｔｒｉａｚ
ｏｌｉｕｍ）から選択される１種以上の塩である、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記有機金属化合物は、下記の化学式４乃至１１で表される有機金属化合物から選択さ
れる１種以上である、請求項１に記載の方法。
［化学式４］
　Ｓｉ（ＯＲ１）４－ｘＲｘ（１≦ｘ≦３）
［化学式５］
　Ｓｉ（ＯＲ３）４－（ｙ＋ｚ）Ｒ２

ｙＺｚ（１≦ｙ＋ｚ≦３）
［化学式６］
　Ｓｉ（ＯＲ４）４－ａＲ５

ａＳｉ（１≦ａ≦３）
［化学式７］
　Ｚ１

ｂ（ＯＲ６）３－ｂＳｉ－Ａ－Ｓｉ（ＯＲ７）３－ＣＺ２
Ｃ（０≦ｂ≦２、０≦ｃ

≦２）
［化学式８］
　Ｒ８

ｅＭ１（ＯＲ９）４－ｅ（１≦ｅ≦３）
［化学式９］
　Ｒ１０

ｇＭ２Ｚ３
ｆ（ＯＲ１１）４－（ｆ＋ｇ）（１≦ｆ＋ｇ≦３）

［化学式１０］
　Ｍ３（ＯＲ１２）ｈ（１≦ｈ≦２）
［化学式１１］
　Ｍ４（ＯＲ１３）ｉＺ４

ｊ（１≦ｉ＋ｊ≦２）
（前記化学式４～１１において、Ａは、不飽和炭化水素を含むか、又は含まないＣ１～Ｃ

２０のアルキレン又はアラルキレン基であり、Ｚ１乃至Ｚ４は、独立的に、ハロゲン元素
から選択され、Ｍ１及びＭ２は、独立的に、遷移金属、ランタン系列及びアクチニウム系
列金属から選択された１種以上の元素であり、Ｍ３及びＭ４は、独立的に、アルカリ土類
金属又はアルカリ金属から選択される１種以上の元素であり、ＲとＲ１乃至Ｒ１３は、独
立的に、ハロゲン元素、ビニル基（－Ｃ＝ＣＨ２）、アミノ基（－ＮＨ２）、イミノ基（
－ＮＨＲ１４）、メルカプト基（－ＳＨ）、ヒドロキシ基（－ＯＨ）又はカルボン酸基（
ＣＯＯＨ）から選択される一つ以上に置換されるか、又は置換されていないＣ１～Ｃ２０

のアルキル（ａｌｋｙｌ）基、アルケニル（ａｌｋｅｎｙｌ）基又はアルキニル（ａｌｋ
ｙｎｙｌ）基であるか、又は、ビニル基（－Ｃ＝ＣＨ）、アミノ基（－ＮＨ２）、イミノ
基（－ＮＨＲ１４）、メルカプト基（－ＳＨ）、ヒドロキシ基（－ＯＨ）又はカルボン酸
基（ＣＯＯＨ）から選択され、前記Ｒ１４は、ハロゲン、アミノ基、メルカプト基又はヒ
ドロキシ基に置換されるか、又は置換されていないＣ１～Ｃ１０のアルキル基、アルケニ
ル基又はアルキニル基である。）
【請求項１０】
　前記方法は、下記のステップを更に含む請求項１に記載の方法:
　表面官能基化された多孔性有機無機ハイブリッド材料又は多孔性メソポーラス材料を２
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次的にイオン性液体又は無機ポリオキソメタレートで担持させるステップ。
【請求項１１】
　前記表面官能基化された多孔性有機無機ハイブリッド材料に、貴金属、遷移金属、典型
金属及びランタン族から選択される１種以上の金属又はその酸化物を担持するステップを
更に含む、請求項１乃至１０のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記多孔性有機無機ハイブリッド材料は、クロムテレフタレート、鉄テレフタレート又
はバナジウムテレフタレート、アルミニウムテレフタレート、クロムベンゼントリカルボ
キシレート、鉄ベンゼントリカルボキシレート、バナジウムベンゼントリカルボキシレー
ト又はアルミニウムベンゼントリカルボキシレートである、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　多孔性有機無機ハイブリッド材料又は多孔性メソポーラス材料の細孔内に存在する溶媒
及び不純物を除去して、不飽和金属部位を有する多孔性有機無機ハイブリッド材料又は不
飽和金属部位を有する多孔性メソポーラス材料を製造し、
　前記得られた不飽和金属部位を有する多孔性有機無機ハイブリッド材料又は不飽和金属
部位を有する多孔性メソポーラス材料を、有機物、無機物、イオン性液体及び有機金属化
合物からなる群から選択される一つ以上と反応させること
を含む、 請求項１、２、５、１０、１１及び１２のいずれか１項に記載の製造方法によ
り製造された、表面官能基化された多孔性有機無機ハイブリッド材料又は多孔性メソポー
ラス材料を含む触媒組成物であって、
　前記触媒組成物は、酸又は塩基反応、水素化反応、脱水素化反応、炭素－炭素結合反応
、又は酸素、空気、過酸化水素を利用した酸化反応に用いられ、
　前記有機物は、下記の化学式１乃至３で表される化合物からの１種以上の化合物であり
、
［化学式１］
Ｈ２Ｎ－Ｍ－Ｒ１

［化学式２］
ＨＳ－Ｍ－Ｒ２

［化学式３］
（ＯＨ）２ＯＰ－Ｍ－Ｒ３

（前記１～３式において、Ｍは、不飽和炭化水素を含むか、又は含まないＣ１～Ｃ２０の
アルキレン又はアラルキレン基であり、Ｒ１、Ｒ２及びＲ３は、独立的に、ハロゲン、ビ
ニル基（－Ｃ＝ＣＨ２）、アミノ基（－ＮＨ２）、イミノ基（－
ＮＨＲ１４）、メルカプト基（－ＳＨ）、ヒドロキシ基（－ＯＨ）、カルボン酸基（－Ｃ
ＯＯＨ）、スルホン酸基（－ＳＯ３Ｈ）、アルコキシ基（－ＯＲ）又はホスホリック基（
－ＰＯ（ＯＨ）２）から選択される一つ以上に置換されるか、又は置換されていない有機
物質アルキレン又はアラルキレン基であり、前記Ｒ１４は、ハロゲン、アミノ基、メルカ
プト基又はヒドロキシ基に置換されるか、又は置換されていないＣ１～Ｃ１０のアルキル
基、アルケニル基又はアルキニル基である。）
　前記無機物はポリオキソメタレートであり、該ポリオキソメタレートは、ケギン構造（
Ｋｅｇｇｉｎ　ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ）のアニオン［（ＸＭ１２Ｏ４０）ｎ－、ｎ＝１～１
０；Ｘ＝Ｐ、Ｓｉ、Ｈ、Ｇａ、Ｇｅ、Ｖ、Ｃｒ、Ｍｅ又はＦｅ；Ｍ＝Ｗ、Ｍｏ、Ｃｏのう
ちから一つ以上］、リンドクビスト構造（Ｌｉｎｄｑｖｉｓｔ　ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ）の
アニオン［（Ｍ６Ｏ１９）ｎ－、ｎ＝１～１０；Ｍ＝Ｗ、Ｍｏ、Ｔａ、Ｖ又はＷ］、アン
ダーソン－エバンス構造（Ａｎｄｅｒｓｏｎ－Ｅｖａｎｓ　ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ）のアニ
オン［（Ｍｘ（ＯＨ）６Ｍ６Ｏ１８）ｎ－、ｎ＝１～１０；Ｍｘ＝Ｃｒ、Ｎｉ、Ｆｅ、Ｍ
ｎ；Ｍ＝Ｍｏ、Ｗ］又は［（Ｍ４（Ｈ２Ｏ）４（Ｐ２Ｗ１５Ｏ５６）２）ｎ－、ｎ＝１～
１０；Ｍ＝Ｃｕ、Ｚｎ、Ｎｉ、Ｍｎ等から選択される１種以上の遷移金属又は遷移金属ク
ラスタ］又はドーソン－ウェルズ構造（Ｄａwｓｏｎ－Ｗｅｌｌｓ　ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ
）の（Ｐ２Ｗ１５Ｏ５６）２から選択される１種以上であり、
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　前記イオン性液体は、アンモニウム、ホスホニウム、スルホニウム、ピロリジニウム、
イミダゾリウム、チアゾリウム、ピリジニウム及びトリアゾリウムから選択される１種以
上の塩であり、
　前記有機金属化合物は、下記の化学式４乃至１１で表される有機金属化合物から選択さ
れる１種以上である、上記触媒組成物。 
［化学式４］
Ｓｉ（ＯＲ１）４－ｘＲｘ（１≦ｘ≦３）
［化学式５］
Ｓｉ（ＯＲ３）４－（ｙ＋ｚ）Ｒ２

ｙＺｚ（１≦ｙ＋ｚ≦３）
［化学式６］
Ｓｉ（ＯＲ４）４－ａＲ５

ａＳｉ（１≦ａ≦３）
［化学式７］
Ｚ１

ｂ（ＯＲ６）３－ｂＳｉ－Ａ－Ｓｉ（ＯＲ７）３－ＣＺ２
Ｃ（０≦ｂ≦２、０≦ｃ≦

２）
［化学式８］
Ｒ８

ｅＭ１（ＯＲ９）４－ｅ（１≦ｅ≦３）
［化学式９］
Ｒ１０

ｇＭ２Ｚ３
ｆ（ＯＲ１１）４－（ｆ＋ｇ）（１≦ｆ＋ｇ≦３）

［化学式１０］
Ｍ３（ＯＲ１２）ｈ（１≦ｈ≦２）
［化学式１１］
Ｍ４（ＯＲ１３）ｉＺ４

ｊ（１≦ｉ＋ｊ≦２）
（前記化学式４～１１において、Ａは、不飽和炭化水素を含むか、又は含まないＣ１～Ｃ

２０のアルキレン又はアラルキレン基であり、Ｚ１乃至Ｚ４は、独立的に、ハロゲン元素
から選択され、Ｍ１及びＭ２は、独立的に、遷移金属、ランタン系列及びアクチニウム系
列金属から選択された１種以上の元素であり、Ｍ３及びＭ４は、独立的に、アルカリ土類
金属又はアルカリ金属から選択される１種以上の元素であり、ＲとＲ１乃至Ｒ１３は、独
立的に、ハロゲン元素、ビニル基（－Ｃ＝ＣＨ２）、アミノ基（－ＮＨ２）、イミノ基（
－ＮＨＲ１４）、メルカプト基（－ＳＨ）、ヒドロキシ基（－ＯＨ）又はカルボン酸基（
ＣＯＯＨ）から選択される一つ以上に置換されるか、又は置換されていないＣ１～Ｃ２０

のアルキル基、アルケニル基又はアルキニル基であるか、又は、ビニル基（－Ｃ＝ＣＨ）
、アミノ基（－ＮＨ２）、イミノ基（－ＮＨＲ１４）、メルカプト基（－ＳＨ）、ヒドロ
キシ基（－ＯＨ）又はカルボン酸基（ＣＯＯＨ）から選択され、前記Ｒ１４は、ハロゲン
、アミノ基、メルカプト基又はヒドロキシ基に置換されるか、又は置換されていないＣ１

～Ｃ１０のアルキル基、アルケニル基又はアルキニル基である。）
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１５】
　前記多孔性有機無機ハイブリッド材料は、中心金属イオンが有機リガンドと結合して形
成された細孔構造の結晶性高分子化合物を意味し、前記多孔性（有機無機）メソポーラス
材料は、リガンド及び異種金属で置換されて配位的に不飽和な金属部位を有する分子篩を
意味する。前記多孔性（有機無機）メソポーラス材料は、２～５０ｎｍ程度の気孔分布を
有する規則性のある分子篩であり、前記多孔性有機無機ハイブリッド材料は、一般的に、
分子サイズ又は数ｎｍ程度の細孔を有する。
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